
[PB]

[PB-17]

©一般社団法人 日本医療情報学会 

 第24回日本医療情報学会春季学術大会 シンポジウム2020 Web 

ポスター発表

ポスター B 
2020年6月5日(金) 09:00 〜 18:30  ポスター会場(2) (e-poster)

 
BMIと年令のシミュレーションデータを用いた Quantile
regressionの性能評価 
Evaluating quantile regression using simulation data including
BMI and Age 

*西本 尚樹1、田村 菜穂美2、伊藤 陽一2 （1. 北海道大学病院 臨床研究開発センター、2. 統計数理研究所 医療健康

データ科学研究センター）

*Naoki Nishimoto1, Naomi Tamura2, Ito. M. Yoichi2 （1. Hokkaido University Hospital, Clinical Research and

Medical Innovation Center, 2. The Institute of Statistical Mathematics, Research Center for Medical and

Health Data Science）



 第24回日本医療情報学会春季学術大会 シンポジウム2020 Web

BMIと年令のシミュレーションデータを用いた 

Quantile regressionの当てはめ 

 
西本 尚樹*1，田村 菜穂美*2，伊藤 陽一*2 

 

*1北海道大学病院 臨床研究開発センター，*2統計数理研究所 医療健康データ科学

研究センター 

 

Evaluating quantile regression using simulation data including BMI and Age 

Naoki Nishimoto*1, Naomi Tamura*2, Yoichi M. Ito *2 

*1 Clinical Research and Medical Innovation Center, kkaido University 

Hospital, 
*2 Research Center for Medical and Health Data Science, the Institute of 

Statistical Mathematics 
 

抄録：  

本研究の目的は、サンプルデータを用いて、quantile regression で推定される値が、どの程度データから影響を

受けるのかを明らかにすることとした。サンプルデータは、米国の the national center for health statisticsが公開して

いる national health and nutrition examination survey (NHANES)の 1999-2000年及び 2001-2002年に調査された男

性のデータを用いた。モデルは、BMI の p%分位点に対して、線形モデルを仮定した。外れ値の存在が示唆される

部分で、90%点以上の当てはめに大きなゆがみが見られた。外れ値の影響は受けにくいモデルではあるが、パラ

メータの設定に注意を要する。Quantile regression により、外れ値による影響は受けにくいが、モデル自体のパラ

メータの設定によって90%点より大きい値の当てはめが影響を受けた。今後は、RWDの解析で柔軟な解析方法とし

ての利用が期待される。 
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1. はじめに 

近年、臨床試験のような実験的な環境下で収集

されたデータに対して、日常診療で収集される

データを real-world data(以下、RWD)という概念

が提唱されている[1]。Sherman らによって発表さ

れた論文では、日常診療実態下で収集された

データをエビデンスの創出に直接利用することが

求められている。しかし、RCT のように、治療や割

付の方法が制御されていない日常診療下では、コ

ホート研究のように、そもそも収集されていない変

数などもあり得る。 

電子カルテで収集されたデータは、質・量ともに

膨大であるものの、選択バイアス・情報バイアスな

の、構造的な偏りを多分に含んでいる。さらに、年

令毎の BMI や、時系列推移により世代間の変化

を可視化しようとしても、平均値や標準偏差は外れ

値の影響を大きく受けるため、回帰分析などの手

法を持って、調整した解析を行うにしても、外れ値

の存在により大きな影響を受ける。そこで、1978 年

にKoenkerらが、quantile regression(分位点回帰)

という方法を発表した[2-4]。RWD を解析するとき

に、外れ値に影響されにくい方法の一つとして、

quantile regression が有効であろうと考えられるが、

データの特性や欠測から受ける影響を可視化した

研究は少ない。そこで、本研究の目的は、サンプ

ルデータを用いて、quantile regression で推定さ

れる値が、どの程度データから影響を受けるのか

を明らかにすることとした。 

2. 方法 

1) サンプルデータ及び解析方法 

(1) シミュレーションデータ 

シミュレーションには、国民健康・栄養調査（平

成 29 年）の BMI を参考に、BMI 期待値を年齢の

3 乗項までの線形和とした。誤差の分布を正規分

布、F 分布として、3000 人分の BMI データを人工

的に発生させて、挙動を調べた。 
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(2) 用いたサンプルデータ  

統計解析パッケージ SAS(SAS Institute Inc., 

Cary, NC, USA)に収録されている 3,264 人分の

BMI と年齢のみが変数のサンプルデータ (BMI

データ)を用いた。サンプルデータは、米国の the 

national center for health statistics が公開してい

る national health and nutrition examination 

survey (NHANES) の 1999-2000 年 及 び

2001-2002 年に調査された男性のデータであり、

8250 人からさらにサンプリングが行われている

[5-6]。 

(3) 解析パッケージ  

SAS9.4(SAS Institute Inc., Cary, NC, USA)及

び JMP14.0 、 R3.6.1(The R Foundation for 

Statistical Computing)を用いた。 

(4) 解析方法 

SAS の HPQUANTSELECT プロシージャを用

いた。R では、quantreg library(Ver.5.54)を使用し

た。モデルは、BMIの p%分位点に対して、線形モ

デルを仮定した。 

Yp_i=a+b*Xage+ c*Xage
2 +d*Xage

3+ei 

上記のモデルから、年齢変数 Xage のベキ項を

一つずつ削除したモデルを作った。シミュレーショ

ンでは、BMIデータをランダムに 10%ずつ、50%ま

で削除 し たデー タセ ッ ト を作成 し 、 quantile 

regression を 1000 回繰り返し、推定値のバラツキ

の変化を可視化した。 

3. 結果 

1) Quantile regression の当てはめ 

年齢に対して BMIの 3%点から 97%点までの当

てはめを Fig.1 に示す。 
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Fig1 quantile regression の 3 次関数の当ては

め。 

発表では、その他の分位点についてモデルによ

る推定結果を示す。 

4. 考察 

1) モデルのパラメータ設定について 

Fig.1 より、外れ値の存在が示唆される部分で、

90%点以上の当てはめに大きなゆがみが見られた。

外れ値の影響は受けにくいモデルではあるが、パ

ラメータの設定に注意を要する。 

5. 結語 

Quantile regression により、外れ値による影響

は受けにくいが、モデル自体のパラメータの設定

によって 90%点より大きい値の当てはめが影響を

受けた。今後は、RWD の解析で柔軟な解析方法

としての利用が期待される。 
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